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あらためてご紹介したい 

重ねず1枚で使用するTENAのパッドは機能としてはオムツですが、トイ
レに行くことを前提にデザインされています。だから、TENAは下着と同
じだと考えています。はいていることが気にならない装着感のポイントは、
製品特長を活かしたあて方にあります。「TENA製品の特性を活かし手順
に沿ってあてることができる方を認定する」TENAマイスター認定制度は
お客様から生まれました。

TENAは下着と同じ
あて方にこだわる理由

弊社内でのTENAマイスター認定練習の様子「TENAのオムツはメリットがある。
　でも、きちんとあてることができなければ、意味がない」
TENAマイスター認定制度が生まれた背景
患者様が退院し、療養の場が変わっても、良いケアをつないでいくため、
オムツのあて方指導者を育成することを目的としてTENAマイスター認定
制度を作った茨城県の医療法人博仁会志村大宮病院 髙宮看護局長は、こ
うおっしゃいました。その後、ユニ・チャーム メンリッケ公認の認定制
度として全国展開を開始したTENAマイスター認定は、2022年11月現在
全国16,000人以上の認定者が誕生しています。

TENAマイスター認定バッジ
〝なぜ〞 が分かると、 ケアは楽しくなる
2018年からこれまで。16,000人の認定で見えてきたこと
TENAマイスター認定を通して、製品に込められた
理念、使用ステップの意味を理解し納得することで、
正しい知識を習得することはもちろん、

　「なぜ、このようにあてるのか」
　「なぜ、この方にこのパッドが良いか」

と、根拠を考えることで、一つひとつのケアや選ぶ
道具に納得感がもてるようになった、というお声を
いただくことがあります。知識や自信が増すと、意
見が活発に交わされるようになり「この方はトイレ
にお連れできるのでは」と、積極的な取り組みが広
がっていきます。

新しいことを始めたり、改革しようとする際には慎重派の出現など変化への対応に時間が掛かることはよくあります。少
人数でもまずやってみたい人から始め、成功体験者を増やしながら、徐々に改革を広げることも一つの手段です。TENA
マイスターに認定されると、次は認定者になることができることも、特長のひとつ。ひとに教え、指導し、認定するとい
う新たな役割は人材育成、組織活性にもつながります。

毎日使うものだから、心地よく。毎日手に取るものだから、納得感高く。
TENAマイスター認定制度を通して 適切なパッドを正しくお使いいただき、ひとりでも多くの方に自由で快適な日々を
送っていただくことが願いです。

TENAマイスター認定

職員による
バラツキが
大きい

ご利用者の
ために、もっと
やりたいけど…

モレが続いて
疲弊してしまう

他の人にも
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全員取得を
目指せたら
いいね 皆がうまく

なったら
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排泄ケアは
楽しい!!

人手不足の中
新しいことはムリ

なるほど、
そうだったのか
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全人的ケア実現に向けた組織づくり
　医療法人社団桐和会（東京都江戸川区、岡本和久理事長）では患者様の目線に立った「やさしい医療・介護
ケア」「真に必要な医療・介護ケアサービス」の提供に取り組んできた。看護部長の楢木野桃子さんは、前任
の東京さくら病院でのTENA導入経験から得た大切な経験・要素を、川口さくら病院の組織づくりも活かして
きた。現場責任者として信頼を寄せる看護師長の髙橋あかねさんとともに、TENAを活用して排泄ケアを通じ
た職員の育成と利用者への質の高いケアの実現に取組んでいる。

医療法人社団桐和会
川口さくら病院

　2016年に医療法人社団桐和会が運営する東京さくら病院（東京都江戸川区、378床）に
着任した楢木野看護部長は日中のケア充実を目指し、夜勤帯４人体制から３人体制に変更し、
日勤帯の配置を手厚くするため、オムツ交換など排泄ケアの見直しに着手した。「TENAは
夜間交換不要で、患者様の安眠確保と職員の負担軽減で“オムツを減らす”ことではなく“ケア
の充実”が目的であることに共感したのが導入のきっかけです」と話す。
　しかし、職員からはなかなか理解が得られず、スタッフから「以前のオムツに戻してほしい」
との声も続出。CSTメンバーのディスカッションでも「漏れる」「吸収量の多いものにしたい」
と製品中心の検討に終始していた。理解が得られなかった理由を振返ってもらった。

ムツを減らすのではなく、ケアの質をよくするコンチネンスケアの定着までムツを減らすのではなく、ケアの質をよくするコンチネンスケアの定着までオオ

髙橋看護師長、楢木野看護部長

「東京さくら病院」での経験と気づきは、「川口さくら病院」での職員の動機づけや、
患者様を主語に考えて行動する組織づくりに活かされた。

者様が主語 をブラさない覚悟者様が主語 をブラさない覚悟患患
　職員の納得、共感が高まったのは、患者様を主語にして対話し続けたことと振り返る。CST会議を継続する中で、「患者様が望
む生活を実現するために何ができるか」と思考が変化。排泄ケアを楽しいと考える仲間が増えてCST活動が活性化。やる気のある
CSTが取組みの意義を現場に周知し、良い循環が回りだした」と話す。

念の共有念の共有理理
　楢木野看護部長は「取り組み当初は職員の理解
が得られず、なかなか効果が出ませんでした」と
振り返る。新たなことに取り組む際は▽管理者や
リーダーが「なぜ排泄ケアに取り組むのか」とい
う目標をはっきりさせる▽職員と取組目標の共有
を徹底▽理念に基づくケアの思考の確立――に
しっかり取り組む必要があったと楢木野看護部長
は話す。

取り組みによる気づき

東京さくら病院
医療療養病棟120床、回復期リハビリテーション病棟
180床、地域包括ケア病棟40床、緩和ケア病棟38床からな
り、高齢者など医療と介護ニーズをもつ患者の療養から、
在宅復帰を目指したリハビリテーションを中心に、在宅
療養患者の急変時の受け入れなど地域包括ケアシステム
の目指す地域に求められる医療を幅広く提供している。

川口さくら病院
急性期一般病棟30床、地域包括ケア病棟30床、回
復期リハビリテーション病棟40床、認知症治療病
棟240床からなる高齢者専門病院。長寿化にともな
い、QOLの向上に向けて、病棟内でのケアの取り
組みだけでなく、在宅復帰に向けた取り組みも強化
している。

課題 課題解決のポイント
リーダーから目的・
目標がはっきりと示
されていなかった

患者・職員双方の
メリットを感じにく
かった

選出されたCSTメ
ンバーはやらされ感
が強くなりがち

病院理念、看護部目標と繋げ
て「なぜ排泄ケアに取組むの
か」目標をハッキリさせた

「患者様を主語」にした対話
から納得感・共感が高まった

立候補制でCSTメンバーを
募り、徐々に「やりたい」メ
ンバーを増やした
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　「東京さくら病院と、川口さくら病院でTENAを活用した組織づくりに取り組み感じたことは、『どんな病院にしたいのか』をリーダー
の役割を担う職員が考え、行動に移すことが成功のカギとなる」と楢木野看護部長は強調する。
　日常での理念共有により、病院の方針を職員一人一人が理解し、理念と患者様の希望達成に向けて行動することでケアの質が上がる。
合わせて、職員の技術を維持・向上するためにも人材育成に取り組む。楢木野看護部長は「これからも、地域に求められる病院として評
価されるよう取り組んでいきたい」と語った。

　東京さくら病院での排泄ケア見直しを実践したのち、楢木野看護部長は2017年に同法人が運営する川口さくら病院（埼玉県川口
市）の立て直しの管理者として配属された。「当初は入院費は高く、質の低いケアをする病院として地域からの評価は厳しいもので
した」と楢木野看護部長。あらためて病院の役割・理念を追求し「高齢者専門病院を目指して、その人らしく、患者様が在宅復帰が
できるように支援する病院にすること」と目標を明確にして取り組みを開始した。東京さくら病院でTENAによる排泄ケアに取組む
中で、「排泄が自立するということは、患者様は在宅に戻ることができるのではないか？」と思ったのが目標設定の経緯だと楢木野
看護部長は話す。そこで常に理念と繋げること、立ち戻るところを誰にでも分かるように示し、病院や患者個人の目標を立てるとき
必ず病院の理念に沿っているかを確認する体制を構築。さらに、排泄委員会など院内にあるそれぞれの委員会で「この病院の役割は
●●だから▽▽をしていく」とことあるごとに伝え、排泄ケアに取り組む意義を積極的に発信した。

齢者専門病院として患者様の在宅復帰を支援する病院を目指して齢者専門病院として患者様の在宅復帰を支援する病院を目指して高

　楢木野看護部長は「私たちが掲げる全人的なケアとは、その人
らしさを尊重し、自分や家族が受けたいと思えるケアの提供だと
考えています」と話す。
　CST活動は「考える仕組み」とも言えます。会議では事例検討
を行い、排泄ケアなどの困りごとを早期にチーム内で改善に取り
組む場となり、常にアセスメント視点で考えることが習慣化。　　
　髙橋看護師長は「積極的に取り組みを賞賛しています。症例検
討を重ねて多職種が患者目線での取り組みを心がけることで、排
泄の症例が認知症ケアの取組みへと発展するなど、日常のケアで
も患者のニーズ把握の気づきが増え、結果としてケアの質向上に
つながっています」と語る。

の人らしさを尊重したケアを行う。
全人的ケアの実現
の人らしさを尊重したケアを行う。そ

ENAマイスターの育成ENAマイスターの育成Ｔ
　全職員が同じレベルの排泄ケアが提供できるよう、技術の均一
化を目指して「TENAマイスター」制度にも取り組んでいる。「最
初は取得が目的になっていましたが、認定者がいかに活躍できる
かを考え、次の認定者を増やすという役割を明確にし任せたら活
性化してきた」と髙橋看護師長。現在、TENAマイスター認定者
は108人、独自に設定した中級（マイスターの検定員、研修担当
ができる）は18人。今後は、地域とつなげる役割を担う上級を
育成したいとのこと。

　川口さくら病院様が目指している「全人的なケア」とは自分や
自分の家族が受けたいと思えるケアを提供するとの想いで取組ん
でらっしゃいます。我々TENAアドバイザーも同じように「お客
様が何を必要としているか」をしっかり感じ取って、お客様に合
わせたサポートをご提供することが重要だと考えています。導入
当初、不安もお持ちだった看護部長、師長と共に一つひとつ乗り越えてこれたことは、
私にとっても大きな学びがありました。
　組織の課題は潜在的です。CST会議やコンチネンスケアを通じて、うまくいって
いる取組みは何か、今取り組む必要があるのは何かを第三者視点で分析し、伝える
のが我々の役割と考え、今後も活動していきます。

ディストリクトマネージャー　鈴木 裕子

　川口さくら病院様の担当を引き
継ぎました。現在、CST会議を自
発的に意識できるようにしたいと
いう要望をいただいており、改めてCSTの役割の明
確化を行っています。
　お客様がどのような理由で相談してくださってい
るのか、その背景をしっかり汲み取って目指すケア
のご支援をしていきたいと考えています。

TENAアドバイザー　
石井 美月

TENAアドバイザーの想い

・マイスター取得

初級 ・立ちオムツマイスター
・マイスターの検定員
・研修担当

中級 ・地域とのつながり

上級

　実際に取組みの効果はどうなっているのか、数値で見える化
してしっかり職員を賞賛することが大切だと楢木野看護部長は
強調する。理由は「数値をもとに賞賛することで、どれほど結
果につながったのか明確になり、スタッフのやる気に繋がる」
と説明し、主体的に患者様のためのケアを考えるようになると
効果を説明する。
　生活リズムや個別ケアが実践され、身体拘束に関する「車い
す安全ベルト使用率」が40％（対前年24％減）、「ミトン使用率」
も４％（同26％減）と大幅に改善した。さらに、「患者失禁率」
も53％（同20％減）と排泄ケアの改善効果も得られた。
　「病院が掲げる患者の地域復帰」についてはTENA導入前は
０人だったところ、退院患者数が月平均18人に増加。一方、
月平均死亡退院者数は対前年42人から大幅に減らし15人と高
齢者の在宅復帰を実現している。
　そのほか定期的に計測して共有する数値は「トイレ誘導率」
「身体拘束の前年度減少数」「在宅復帰率」「一般病棟の救急受
入数と自宅復帰者数」など多岐にわたり、その数値改善のため
に、一丸となって考える組織となっているという。
　髙橋看護師長は「自分たちのケアがきちんと達成できている
ことを実感してもらうのも継続のポイントの１つです」と話す。

者様にとっての良化のポイントを
数値化＋賞賛すること
者様にとっての良化のポイントを患

患者失禁率の変化

現在

TENA導入前
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「リーエンダ」とはスウェーデン語で笑顔を意味する言葉です。
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TOPICS

現場のチカラを高める組織運営 ４ つのポイント

　新たなことに取組むのは現場にとっても非常に負担
や不安が大きいものです。「なぜ必要なのか」「今やる
ことの意義」「今後何が期待できるか」など、現場を
引っ張っていくリーダー層が明確な目標を設定するこ
とで、全体の意思がぶれずに取組むことができます。

取組みの目的をリーダーが明確にもつ１
　目標設定やケアを提供する時は「患者様の希望に沿っているか」
を中心に考える。例えば「オムツの交換回数を減らしたいから吸
収量の多いオムツに変えたい」という職員の負担軽減を主目的と
して考えるのではなく、「患者様はトイレを希望しているか」「夜
間はゆっくり眠らせてほしいから、一晩吸収できるオムツを希望
しているか」と患者様にとっての良化を軸にすることが大切です。

「患者様」中心の考え方の徹底２

　ケアプランの目標設定や、各委員会での報告時には
理念に沿った計画が立てられているか、成果は理念の
どこに紐づくかを振返ることで、全ての職員との意思
共有を図ります。

病院・施設の理念との紐づきを
常に振り返る３

　目標への達成度や▽失禁率▽身体拘束未実施▽在宅復帰件数―
―などの変化を数値で見える化。自分の業務が患者様や病院へど
のように貢献できているかを実感できるとともに、リーダーや責
任者がしっかり評価することで、職員のやる気に繋がります。

成果を数値で見える化し、賞賛する体制４

　　介護サービス見込み量等に基づく推計によると、2025
年度に必要な介護職員数は約243万人（19年度＋27万人）、
40年には約280万（同＋69万人）とされています。厚生労
働省は量だけでなく質の向上、介護人材の確保・定着に向け、
離職率の低い事業所や人材育成制度を構築する介護事業所を
評価する「認証評価制度」ガイドラインを19年に策定。同
制度の実施主体となる都道府県へ積極的な運用を呼びかけて
います。
　同評価制度は介護事業所の人材育成・確保策の見える化を
通じて、働きやすい環境づくりを業界全体でレベルアップ、
ボトムアップさせることが目的。離職防止、新たな人材の参
入により介護業界のイメージアップが期待されています。
　評価基準は都道府県によって異なりますが▽労働環境・処
遇改善▽新規採用と育成体制▽キャリアパス制度、資格▽介
護サービスの質向上――などが主な評価項目です。

　今年11月時点で認証評価制度を実施しているのは35都道
府県。現在実施していない県の中には独自の評価制度を運用
しているところもあります。
　こうした取り組みの重要性は24年介護保険改正に向けた
議論（22年10月17日開催/厚生労働省「第99回社会保障審
議会介護保険部会」）でも、取り組むべき内容として示され
ています。

人材育成・定着に取組む施設を見える化

　京都府では「宣言」→「認証」→「上位認証」の３段階でス
テップアップする評価制度を実施しています。法人が人材育成
に取組む「宣言」からスタートし、宣言から２年後に①新人教
育の充実②未来を描ける職場③社員を大切にする職場④外部と
の交流――の４分野（17項目）を自己評価、ポイントを満た
した場合に「認証」となります。
　さらに、認証から２年後に①福祉業界の魅力の発信②キャリ
アパス・人材育成③意欲に繋がる評価・待遇④働き甲斐・働
きやすさ⑤社会貢献・コンプライアンス――の５分野（112項
目）＋離職率や第三者評価などの数値評価６項目で基準を満た
した場合に「上位認証」となります。10月時点で宣言571法人、
認証281法人、上位認証14法人。

京都府
ステップアップ評価方式

「きょうと福祉人材育成認証制度」

介護現場の認証制度　35都道府県で実施
北海道 北海道 働きやすい介護の職場認証制度
青森県 青森県介護サービス事業所認証評価制度
宮城県 みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度
秋田県 秋田県介護サービス事業所認証評価制度
山形県 やまがた介護事業者認証評価制度
栃木県 とちぎ介護人材育成認証制度
群馬県 ぐんま介護人材育成認証事業者認証
埼玉県 埼玉県介護人材採用・育成事業者認証制度
東京都 TOKYO働きやすい福祉の職場宣言事業
神奈川県 かながわ認証・かながわベスト介護セレクト20
新潟県 介護事業所トリプルアップ宣言
石川県 いしかわ魅力ある福祉職場認定制度
福井県 「ふくい介護人材育成宣言事業所」制度
山梨県 KAIの国やまなし魅力ある介護事業所認証評価制度
長野県 信州福祉事業所認定・評価制度
岐阜県 岐阜県介護人材育成事業者〈ぎふ・いきいき介護事業者〉認定制度
静岡県 静岡県働きやすい介護事業所認証制度
愛知県 愛知県介護事業所人材育成認証評価事業
三重県 みえ働きやすい介護職場取組宣言
滋賀県 しが介護職員定着等推進事業者登録制度
京都府 きょうと福祉人材育成認証制度
大阪府 おおさか介護かがやき表彰
奈良県 奈良県福祉・介護事業所認証制度
鳥取県 鳥取県介護人材育成事業者認証評価制度
岡山県 「おかやま☆フクシ・カイゴ職場 すまいる宣言」制度
広島県 「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま」制度
山口県 やまぐち働きやすい介護職場宣言宣言
徳島県 徳島県介護人材育成事業者認証評価制度実施事業（検討中）
高知県 高知県福祉・介護事業所認証評価制度
福岡県 福岡県介護人材確保・定着促進（検討中）
佐賀県 さが福祉サービス評価制度
長崎県 Nはーと（長崎うれしかハート介護事業所）
大分県 「おおいた　働きやすくやりがいのある介護の職場　認証制度」 （ふくふく認証）
宮崎県 働きやすい職場「ひなたの極（きわみ）」認証制度
沖縄県 沖縄県人材育成企業認証制度

（取材を基にシルバー産業新聞社作成）
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